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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
廃棄物の混合物を破砕、洗浄、乾燥および溶解してリサイクルポリエステル原材料を得る
ことを含む、ポリエステル資材を処理する方法であって、破砕され乾燥された廃棄ポリエ
ステル資材混合物に、
ポリヒドロシロキサンと、可塑剤としてジブチルセバシン酸エステルに加え、ジオクチル
フタル酸エステルおよびジノニルフタル酸エステルの群から選択される可塑剤との組み合
わせからなる群から選択される第一のバリエーションによる変性剤、または、
ヘキサメチルジシラザンとテトラエトキシシランとの組み合わせからなる第二のバリエー
ションによる変性剤を
添加することを含み、
前記変性剤の量は、前記廃棄物混合物の４～６重量％であることを特徴とする方法。
【請求項２】
廃棄物の混合物を破砕、洗浄、乾燥および溶解してリサイクルポリエステル原材料を得る
ことを含む、ポリエステル資材を処理する方法であって、破砕され乾燥された廃棄ポリエ
ステル資材混合物に、
ポリヒドロシロキサンと、ジオクチルフタル酸エステル、ジノニルフタル酸エステルおよ
びジブチルセバシン酸エステルの群から選択される可塑剤との組み合わせからなる群から
選択される第一のバリエーションによる変性剤、または、
ヘキサメチルジシラザンとテトラエトキシシランとの組み合わせからなる第二のバリエー
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ションによる変性剤を添加すること含み、
前記変性剤の量は、前記廃棄物混合物の４～６重量％であることを特徴とする方法。
【請求項３】
廃棄物の混合物を破砕、洗浄、乾燥および溶解してリサイクルポリエステル原材料を得る
ことを含む、ポリエステル資材を処理する方法であって、破砕され乾燥された廃棄ポリエ
ステル資材混合物に、
２０～３０重量％の液体ポリヒドロシロキサンと７０～８０重量％のジオクチルフタル酸
エステル、ジノニルフタル酸エステルおよびジブチルセバシン酸エステルの群から選択さ
れる可塑剤からなる第一のバリーションによる変性剤、または、５５～６５重量％のヘキ
サメチルジシラザンと３５～４５重量％のテトラエトキシシランとからなる第二のバリエ
ーションによる変性剤を添加すること含み、
前記変性剤の量は、前記廃棄物混合物の４～６重量％であることを特徴とする方法。
【請求項４】
１３０±５℃の温度の反応ミキサー中の前記廃棄物混合物に前記変性剤を添加し、次いで
、得られた廃棄物混合物を５０～１００分間撹拌することを特徴とする請求項１～３のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
請求項１～４のいずれか１項に記載の方法において、さらに、得られた廃棄物混合物を、
２４０～２５０℃の温度で加工して粒状のポリエステル原材料を得ることを特徴とするポ
リエステル資材処理方法。
【請求項６】
前記ポリエステル資材は、使用済ポリエステル容器である、請求項１～５のいずれか１項
に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、廃棄物混合物を裁断、洗浄、乾燥および溶解して回収されたポリエステル原
材料を得ることを含む、ポリエステル資材の処理方法、特に、使用済ポリエステル容器を
処理する方法に関する。この廃棄物には、特に包装技術において、例えば、いわゆるペッ
トボトルとして知られている、一般にＰＥＴとして知られている、ポリエチレンテレフタ
レートを基にする材料が含まれる。リサイクルポリエステル資材原材料として使用される
最終製品は、殆どの場合、粒状形である。
【０００２】
先行技術の開示
　ポリエステルは、例えば、パッケージング産業、フィルム産業、複写技術などにおいて
使われており、健康に悪影響を示さず、最もよく知られた最も一般的な材料である。明ら
かに、最も普通に用いられるタイプのポリエステルは、ポリエチレンテレフタレート（以
下、ＰＥＴとも言う）であり、使用済ＰＥＴ容器は、リサイクルされる廃棄ＰＥＴ資材と
して最も一般的である。
【０００３】
　環境保全に最も好ましい使用済ポリエステル容器の処分方法は、もちろん、当初の用途
にできる限り使用可能な有用な材料を得ることを目的とするリサイクルである。リサイク
ルプロセス、例えば、使用済ペット容器の処理に採用されるプロセスでは、複数の操作、
すなわち、廃棄物の裁断、洗浄、裁断片の乾燥、それに続く溶解を含み、通常、粒状物を
形成する。この粒状物は、押出成形機または射出成形機を用いての最終製品－パッケージ
の製造用のポリエステル原材料となる。この方法で粒状物を製造すると、ポリエステル高
分子の酸化や加水分解のような、望ましくない現象を伴う。これは、リサイクル原料の更
なる処理において、今度は、より高い割合で低品質の廃棄物または最終製品のいずれかを
得る結果となることがある。最終製品の望ましくない特性は、透明成形品が黄色味を含み
うることである。もう一つの望ましくない特性は、リサイクルポリエステル原材料中のＣ
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Ｏ2透過性レベルの増大およびアルデヒドを含む低分子画分含量の増大かもしれない。そ
のような画分が、原料からパッケージング製品へ転換され、その品質を劣化させる。
【０００４】
　そのような問題点を排除し、高品質の食品用パッケージング材料の製造を確保するため
、さらに特別な処置が必要とされてきた。そのような処置は、たいてい、極めて複雑であ
り、いずれにしても、製造処理コストの実質的な増加となる。
【０００５】
　例えば、米国特許第５，３９５，８５８号および５，５８０，９０５号によるリサイク
ル処理においては、ポリエステルは出発化合物へ変換される。ポリエステル材料は、アル
カリ性混合物と混合され、高温下において、鹸化によってアルカリ塩に転換される。この
方法により、廃棄物に含まれるさまざまな不純物や有機および無機化合物が除去される。
とはいえ、この処理は、複雑な技術および高い操業コストを必要とする。
【０００６】
　チェコ特許出願ＰＶ２００１－９２６において、予め乾燥しておいた無水環境下のアル
カリ性混合物中でポリエステル資材を加熱することによって、裁断されたポリエステル資
材を精製する方法が開示されている。ここで、ポリエステルは、溶解されることなく部分
的に鹸化され、その後の物理的精製および不純物の除去を可能にする。上述の処理と同様
に、この処理も依然として、アルカリ性水酸化物であるアルカリ性材料の使用を含む他段
階処理である。
【０００７】
　本発明の目的は、特に、ＰＥＴ飲料容器を裁断しさらに処理することによって、リサイ
クルされたポリエステル廃棄物からポリエステル原材料を得る方法であって、リサイクル
された資材の調製に複雑かつコスト高な処置を必要とすることなしに、高品質の食品用パ
ッケージング材料の製造に使用可能な原料とすることが可能な方法を提供することである
。
【０００８】
発明の概要
　裁断、洗浄、乾燥および溶解してポリエステル原材料を得ることを含む、ポリエステル
資材、特に、使用済ポリエステル容器を処理する方法であって、先行技術の方法の特定の
課題を解決する本発明の方法の実質的な特徴は、裁断され乾燥された廃棄ポリエステル資
材の混合物に、ポリシロキサンとフタル酸エステル群から選択される可塑剤との組み合わ
せ、または、シラザンとシランとの組み合わせを含む群から選択される変性剤を添加する
(但し、前記変性剤の量は、前記廃棄物混合物の４～６重量％である)ことである。
【０００９】
　本発明のもう一つの特徴によれば、ポリヒドロシロキサンとジオクチルフタル酸エステ
ル、ジノニルフタル酸エステル、ジブチルセバシン酸エステルの群から選択される可塑剤
との組み合わせ、または、ヘキサメチルジシラザンとテトラエトキシシランとの組み合わ
せを含む群から選択される変性剤が、裁断され乾燥された廃棄ポリエステル資材の混合物
に添加される(但し、前記変性剤の量は、前記廃棄物混合物の４～６重量％である)。
【００１０】
 本発明のさらにもう一つの特徴によれば、変性剤は、２０～３０重量％の液体ポリヒド
ロシロキサンと７０～８０重量％のジオクチルフタル酸エステル、ジノニルフタル酸エス
テル、ジブチルセバシン酸エステルの群から選択される可塑剤、または、５５～６５重量
％のヘキサメチルジシラザンと３５～４５重量％のテトラエトキシシランを含む。
【００１１】
　変性剤を、１３０±５℃の温度の反応ミキサー中の廃棄物混合物に添加し、次いで、廃
棄物混合物を５０～１００分間撹拌する。
【００１２】
　廃棄物混合物は、有利には、２４０～２５０℃の温度でさらに加工されて、粒状のポリ
エステル原材料を得る。
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【００１３】
　本発明の方法を用いた結果、リサイクルされた廃棄物ポリエステルは、標準的なポリエ
ステルに匹敵するレベルの基本的なパラメータを維持しつつ、酸化や加水分解によって起
こる破壊に対する高い抵抗性を示す。同時に、最終製品では、望ましくない有害画分の除
去およびガス透過性の減少が得られる。もう一つの利点は、類似の方法と比較して全生産
時間が減少することである。
　一般に知られたタイプのそのような資材と違って、本発明の方法で得られたポリエステ
ル原材料は、要求される強度、より優れた熱安定性および最大１１０℃までの高い結晶化
温度を維持しつつ、より改善された弾力性によって特徴づけられる。
【００１４】
発明の詳細な説明
実施例１
　１０ｋｇの廃棄物ポリエステルボトルをシュレッダーで裁断し、洗浄機で洗浄して生じ
た廃棄物混合物をドライヤーで乾燥した。廃棄物混合物を、反応器に充填し、１３０±５
℃の温度まで加熱した。この温度のときに反応器に４００ｇの変性剤を添加した。変性剤
は、以下の組成を有する：２５重量％の液体ポリヒドロシロキサンおよび可塑剤としての
７５重量％のジオクチルフタル酸エステル。次に、混合物を同じ温度で約６０分間撹拌し
た。次に、生じた廃棄物混合物を２４０～２５０℃の範囲内の温度で押出機によって粒状
に加工した。得られた粒状物は、濃灰色であり、高レベルの光沢性を示した。
【００１５】
実施例２
 １０ｋｇの廃棄物ポリエステル容器をシュレッダーで裁断し、洗浄機で洗浄して生じた
廃棄物混合物をドライヤーで乾燥した。廃棄物混合物を反応器に充填し、１３０±５℃の
温度まで加熱した。この温度のときに、反応器に６０重量％のヘキサメチルジシラザンと
４０重量％のテトラエトキシシランからなる変性剤４００ｇを添加した。次に、混合物を
同じ温度で約６０分間撹拌した。次に、生じた廃棄物混合物を２４０～２５０℃の範囲内
の温度で押出機によって粒状に加工した。得られた粒状物は、透明であり、高レベルの光
沢性を示した。
【００１６】
　回収されたポリエステル原材料は、標準的な製品と比較して、要求される強度、より優
れた熱安定性および最大１１０℃までの高い結晶化温度を維持しつつ、高い弾力性を示し
た。
【００１７】
産業上利用可能性
　本発明の方法は、好ましくは食品容器の製造に利用できる標準的品質の原材料を得るた
めの、リサイクルポリエステル廃棄物、限定するものではないが、特に、いわゆるペット
ボトルの処理に利用することができる。
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